
　健康広場で平成31年須恵町消防出初式が盛大に行わ

れ、今泉和則団長以下152人の団員が出動しました。

　式典では、団旗を先頭に団員が入場。展示訓練では、小

隊長の号令のもと迅速かつ士気と規律を持った素晴らし

い訓練を披露しました。続いて、分団ごとに整列した団員

たちに向けて、平松町長の式辞や今泉団長の訓辞が述べら

れ、永年勤続表彰や優良団員表彰が授与され、消防関係者

や来賓から団員たちの献身的な消防活動に対する、感謝や

激励の言葉が贈られました。

　表彰された人は、次のとおりです。（順不同・敬称略）

▼消防庁長官表彰

　 安河内哲之（乙植木分団前分団長）、川上仁史（本部分団前

分団長）、平川進一（新原分団前分団長）、今泉潤一（甲植

木分団前分団長）、印藤真（旅石分団前分団長）、小田代勇

樹（上須恵分団前分団長）、百田光輝（佐谷分団前分団長）

▼永年勤続表彰15年

　 平山諭（甲植木分団分団長）、早田剣史（本部分団分団

長）、百田共成（佐谷分団分団長）、中牟田俊介（上須恵分

団分団長）、原竹寛司（上須恵分団班長）

▼永年勤続表彰10年

　 稲永泰彦（旅石分団分団長）、山田幸弘（新生分団班長）、

　 御手洗邦昭（甲植木分団団員）、田原博明（上須恵分団団

員）、百田光男（佐谷分団団員）、矢野拓史（須恵分団団

員）、百田幸樹（佐谷分団団員）、長澤辰徳（本部分団団員）

▼優良団員表彰

　 竹清慎一郎（乙植木分団班長）、鎌倉幸司（新原分団団

員）、丸山祥男（新生分団団員）、園田展也（佐谷分団団

員）、御手洗邦昭（甲植木分団団員）、小池真也（飛越分団

団員）、林隆利（本部分団団員）、印藤康修（旅石分団団員）
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平成31年 須恵町消防出初式

空に舞う手作り凧

　運動公園若杉の森で第33回ファミリーカイトフェスタ（子ども会育

成会連絡協議会主催）が行われ、293人が参加し、凧のデザインやアイ

デアを競いました。

　競技者の凧は、今年の干支であるイノ

シシやキャラクターの絵が描かれている

ものから飛行機のように立体的な形をし

たものなど、さまざまな工夫がされ、訪

れた人の目を楽しませていました。

　最後は、各小学校の児童が作った連凧

をあげ、空高くに舞い上がった色とりど

りの凧たちに歓声があがりました。

　大会結果は次のとおりです。（敬称略）

一糸乱れぬ小隊訓練

部門　　  　　成績 グランプリ 準グランプリ 優秀賞 アート賞

1・2年生の部 芲田　康介 竹田　全德 佐藤　栄輔 吉川　妃奈

3・4年生の部 高山　陽奈 前田　梨緒 戸上　悠之 吉川　凌巧

5・6年生の部 池田　鈴菜 松本　虎太郎 益田　華那 稲永　魁志

一般の部 芲田　梨江 内村　大翔 川上　瑛太朗 大賀　咲歩

連凧の部 須恵第二小学校
３年１組

須恵第二小学校
３年３組

須恵第一小学校
３年２組

須恵第二小学校
３年１組

みんな上手に飛ばせたよ
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1.31（木）国民健康保険運営協議会から町長へ答申書を提出
　須恵町国民健康保険運営協議会の今村桂子会長から平松町長に答申書

が手渡されました。

　この答申書は、平成31年度国民健康保険事業費納付金が福岡県から

提示されたことにより、今後の国民健康保険事業の運営について、町が

協議会に意見を求め、審議されたものです。

　答申書では、①低所得者に配慮した国民健康保険税率へ改定するこ

と、②収納率を向上させること、③保健事業をさらに充実させることで

医療費を削減すること、これらによって、国民健康保険事業の財政基盤

を強化するよう求められました。
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